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笠置中学校区の参加者（笠置町・南山城村）

和束中学校区の参加者（和束町）

祝祝
二
十
歳

二
十
歳
のの
つ
ど
い

つ
ど
い

　

今
後
、
二
十
歳
と
な
ら
れ
た
み
な
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
ご

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
を
担
う
若
者
た
ち
の

大
人
へ
の
第
一
歩

記念品受け取りの様子（石田祥乃さん）記念品受け取りの様子（石田祥乃さん） タイムカプセル開封の様子タイムカプセル開封の様子

　
1
月
13
日（
月
・
祝
）、
成
人
の
日
に
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
主

催
に
よ
る
令
和
7
年 

二
十
歳
の
つ
ど
い
が
お
こ
な
わ
れ
、
笠
置
町
・
和
束
町
・

南
山
城
村
で
合
わ
せ
て　
47
人
の
二
十
歳
と
な
る
参
加
者
が
集
い
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
南
山
城
文
化
会
館（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）で
は
、
ス
ー
ツ
や
振
袖

な
ど
の
華
や
か
な
晴
れ
着
を
ま
と
っ
た
参
加
者
が
門
出
を
祝
い
、
来
賓
や
恩
師

に
見
守
ら
れ
な
が
ら
式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
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二
十
歳
を
節
目
に
、

さ
ら
な
る
未
来
へ
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〜
令
和
6
年
第
3
回
定
例
会
〜

　
令
和
6
年
第
3
回
定
例
会
を
12
月
9
日（
月
）に
南
山
城

村
議
会
議
場
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
前
議
長
で
あ
っ
た
笠
置
町
議
会
議
長
が
任

期
満
了
に
よ
り
、
議
長
が
欠
員
で
あ
っ
た
た
め
、
議
長
の

選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
笠
置
町
で
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
連
合
議

会
議
員
に
変
更
が
あ
っ
た
た
め
、
新
し
い
議
会
の
構
成
は

左
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　
次
に
、
総
務
厚
生
･
文
教
各
常
任
委
員
会
委
員
長
か
ら

委
員
会
調
査
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
の
一
般
質
問
で
は
３

人
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
認
定
案
件
と
し
て
令
和
５
年
度
一
般
会
計
決

算
認
定
、
承
認
案
件
と
し
て
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
専
決
）、
議
案
と
し
て
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）、

ま
た
、
相
楽
東
部
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
、

最
後
に
同
意
案
件
と
し
て
相
楽
東
部
広
域
連
合
監
査
委
員

の
選
任
及
び
相
楽
東
部
地
域
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

相
楽
東
部
広
域
連
合

議
会
だ
よ
り�

Vol
❻

議
長
等

議
　
　
長

西
　
　
　
昭
　
夫
（
笠
置
町
）

副
議
長

奥
　
森
　
由
　
治
（
南
山
城
村
）

監
査
委
員

吉
　
田
　
哲
　
也
（
和
束
町
）

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

奥
　
森
　
由
　
治
（
南
山
城
村
）

副
委
員
長

岡
　
田
　
　
　
勇
（
和
束
町
）

久
　
保
　
憲
　
司
（
南
山
城
村
）

向
　
出
　
　
　
健
（
笠
置
町
）

吉
　
田
　
哲
　
也
（
和
束
町
）

西
　
　
　
昭
　
夫
（
笠
置
町
）

常
任
委
員
会

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長

畑
　
　
　
武
　
志
（
和
束
町
）

副
委
員
長

山
　
本
　
勝
　
喜
（
笠
置
町
）

久
　
保
　
憲
　
司
（
南
山
城
村
）

吉
　
田
　
哲
　
也
（
和
束
町
）

奥
　
森
　
由
　
治
（
南
山
城
村
）

西
　
　
　
昭
　
夫
（
笠
置
町
）

文
教
常
任
委
員
会

委
員
長

向
　
出
　
　
　
健
（
笠
置
町
）

副
委
員
長

鈴
　
木
　
か
ほ
る
（
南
山
城
村
）

村
　
山
　
一
　
彦
（
和
束
町
）

山
　
本
　
麻
　
也
（
笠
置
町
）

岡
　
田
　
　
　
勇
（
和
束
町
）

梅
　
本
　
章
　
一
（
南
山
城
村
）

村
むら
山
やま
　一

かず
彦
ひこ

無所属
文教委員会
（和束町）

畑
はた
　武
たけ
志
し

無所属
総務厚生委員会

委員長
（和束町）

梅
うめ
本
もと
　章

しょう
一
いち

公明党
文教委員会

（南山城村）

山
やま
本
もと
　麻

ま
也
や

無所属
文教委員会
（笠置町）

吉
よし
田
だ
　哲

てつ
也
や

無所属
総務厚生委員会

（和束町）

奥
おく
森
もり
　由

よし
治
はる

無所属
総務厚生委員会
（南山城村）

西
にし
　昭
あき
夫
お

無所属
総務厚生委員会

（笠置町）

向
むかい
出
で
　健
たけし

日本共産党
文教委員会

委員長
（笠置町）

山
やま
本
もと
　勝

かつ
喜
き

無所属
総務厚生委員会

副委員長
（笠置町）

久
く
保
ぼ
　憲
けん
司
じ

無所属
総務厚生委員会
（南山城村）

鈴
すず
木
き
　かほる

日本共産党
文教委員会
副委員長

（南山城村）

岡
おか
田
だ
　勇
いさみ

無所属
文教委員会
（和束町）

相
楽
東
部
広
域
連
合
議
会
議
員
（
敬
称
略
）
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Q　
和
束
小
・
中
学
校
に
お
い
て
授
業

中
の
携
帯
電
話
の
管
理
は
ど
う
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
利
用
率
が
高
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ

は
、
情
報
収
集
に
便
利
な
反
面
、
危
険
性

も
秘
め
て
い
る
。
そ
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て

ど
う
教
え
て
い
る
か
。

A
岡
田
教
育
長

　
管
内
の
小
中
学
校
で
は
、
授
業
等
で
不

必
要
な
物
は
持
っ
て
来
な
い
こ
と
と
し
て

い
る
た
め
、
基
本
的
に
持
参
し
て
く
る
児

童
生
徒
は
い
な
い
。
し
か
し
、
家
庭
の
事

情
等
で
や
む
を
得
ず
携
帯
電
話
を
持
っ
て

く
る
場
合
は
、
担
任
の
教
員
が
預
か
り
、

下
校
時
に
返
却
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。　

 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
や
危
険
性
に
つ
い
て
は
、

発
達
年
齢
に
応
じ
て
指
導
し
て
い
る
。
ま

た
、
木
津
警
察
署
と
連
携
し
、
非
行
防
止

教
室
等
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
め
ぐ
る
危
険
性
に

つ
い
て
も
指
導
し
、
情
報
化
社
会
に
潜
む

Q　
学
校
体
育
館
は
、
社
会
体

育
の
場
と
し
て
の
活
用
も
あ

り
、
避
難
所
と
し
て
の
役
割
は
大
き

い
。
す
で
に
他
の
自
治
体
で
は
施
設

改
善
の
方
向
が
出
さ
れ
、
計
画
が
始

ま
っ
て
い
る
が
、
相
楽
東
部
で
も
早

急
に
始
め
る
べ
き
で
は
。

A
岡
田
教
育
長

　
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
の
設
置
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
が
、
初
期
投
資
が
高
額
に
な

る
こ
と
、
大
き
な
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
を
要
す
る
こ
と
、
ま
た
空
調
設
備

の
設
置
を
前
提
に
建
築
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
空
調
が
効
き
に
く
い
施

設
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
改
修
費
や

大
空
間
で
の
空
調
の
稼
働
に
は
、
大

き
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
。

　
設
備
に
か
か
る
費
用
や
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
な
ど
費
用
対
効
果
を
考
え

る
と
、
現
状
で
工
夫
し
な
が
ら
、
子

ど
も
の
安
全
な
教
育
活
動
を
確
保
し

な
が
ら
、
必
要
な
対
応
を
し
て
い
き

た
い
。

Q　
大
阪
万
博
の
参
加
は
、
教
職

員
や
保
護
者
の
意
見
が
尊
重
さ

れ
、
各
校
の
自
主
的
判
断
に
よ
る
と

す
べ
き
だ
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A
岡
田
教
育
長

　
連
合
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
各

校
の
自
主
判
断
で
の
参
加
、
利
活
用

を
支
援
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い

る
。

　
万
博
は
、
国
の
事
業
で
あ
る
以
上
、

安
全
面
は
十
分
に
担
保
さ
れ
て
実
施

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
常

に
最
新
情
報
を
収
集
し
、
児
童
生
徒

が
安
全
に
参
加
で
き
な
い
と
判
断
さ

れ
た
場
合
は
、
参
加
予
定
の
学
校
と

協
議
を
深
め
、
適
切
な
判
断
が
で
き

る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

リ
ス
ク
を
回
避
す
る
力
を
つ
け
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
。

Q　
学
校
健
診
に
つ
い
て
、令
和
６
年
１
月

に
文
部
科
学
省
か
ら
生
徒
に
配
慮
し
た

健
診
を
行
う
よ
う
通
知
が
出
さ
れ
た
が
、各

学
校
の
対
応
は
ど
う
か
。

A
岡
田
教
育
長

　
管
内
の
小
中
学
校
で
は
、
体
操
服
な
ど
を

着
用
し
、
配
慮
し
な
が
ら
健
診
を
実
施
し
て

い
る
。

　
健
診
会
場
で
は
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
仕
切

り
を
設
置
し
、
受
診
は
１
名
ず
つ
行
っ
て
お

り
、
一
人
ひ
と
り
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮

し
て
い
る
。
教
員
も
、
児
童
生
徒
と
同
性
の

者
が
健
診
に
当
た
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
。

現
状
の
ま
ま
工
夫
し
な
が
ら
、安
全
な
教
育
活
動
を

確
保
し
た
い
。

岡
田
教
育
長

業
務
委
託
の
予
算
化
を
検
討
し
て
い
く
。

岡
田
教
育
長

和
束
小
学
校
の
府
道
に
面
し
た
大
き
な
法
面

は
、業
者
が
年
１
回
草
刈
り
を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
他
小
さ
な
法
面
２
か
所
は
学
校
の
用
務
員

が
行
っ
て
い
る
。非
常
に
危
険
で
あ
り
、業
者
に

依
頼
す
べ
く
予
算
化
で
き
な
い
の
か
。

村
山 

一
彦 

議
員
和
束
町

体
育
館
の
空
調
に
つ
い
て
国
の
補
助

金
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
検
討
は
。

鈴
木 

か
ほ
る 

議
員
南
山
城
村
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Q　
設
計
業
者
に
責
任
は
な

い
旨
答
弁
し
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
は
。
ま
た
、
今
後
の

対
応
は
。

A
平
沼
連
合
長

　
設
計
業
者
、
工
事
業
者
の
い

ず
れ
も
契
約
ど
お
り
に
確
実
に

業
務
を
履
行
し
て
お
り
、
職
員

の
立
ち
合
い
に
よ
る
完
了
検
査

に
よ
り
問
題
な
く
工
事
が
完
了

し
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。

今
回
は
、
想
定
外
の
こ
と
が
起

こ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
設
計
業

者
に
責
任
は
な
い
。

　
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
変

状
を
見
な
が
ら
、
や
む
を
得
ず

工
事
が
必
要
な
場
合
は
、
そ
の

都
度
、
適
切
に
判
断
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
。

認定案件
令和５年度一般会計決算認定
　令和５年度一般会計決算認定では、歳入総額７億5,492万9,765円、歳出総額７億3,629万9,699円、歳入歳出
差引額1,863万66円とする案件について審議が行われました。
　質疑では、義務教育振興費の授業改善アドバイザー委託料についての質問が、また和束小学校スクールバス購入
についての質問が出されました。 認定　挙手全員
承認案件
令和６年度一般会計補正予算(第２号専決)　　　　　　　　　　　　　　　　
　歳入歳出それぞれ333万３千円を追加し、歳入歳出予算総額を９億4,494万３千円とする補正。
 承認　挙手全員
議　　案
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決　挙手全員
令和６年度一般会計補正予算(第３号)
　歳入歳出それぞれ668万１千円を追加し、歳入歳出予算総額を９億5,162万４千円とする補正。
　質疑では、会計年度任用職員の給与についての質問が出されました。 可決　挙手全員
人事案件
選挙管理委員及び補充員の選挙
　相楽東部広域連合選挙管理委員に次の者を当選人と定めること。
　増地　和夫　氏、　小西　弘芳　氏、　髙本　昌平　氏、　森山　正樹　氏 当選　挙手全員
　相楽東部広域連合選挙管理委員補充員に次の者を当選人と定めること。
　脇田　芳文　氏、　西辻　信夫　氏、　奥　　克巳　氏、　川口　洋一　氏 当選　挙手全員
監査委員の選任
　　相楽東部広域連合監査委員に次の者を選任すること。
　　渡邊　正徳　氏 同意　挙手全員
公平委員の選任
　　相楽東部地域公平委員会委員に次の者を選任すること。
　　田中　正嗣　氏、　中嶋　浩喜　氏、　山本　隆弘　氏　 同意　挙手全員

Q　
焼
却
施
設
の
撤
去
に
関

し
、そ
の
費
用
の
試
算
や

負
担
等
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

A
平
沼
連
合
長

　
施
設
の
撤
去
費
用
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
撤
去
方
針
や
時
期

が
具
体
化
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
は
、
算
定
し
て

い
な
い
。

　
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
３
町
村
の
施
設
と
し
て

使
用
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
３

町
村
が
一
定
の
割
合
で
負
担
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

現
在
究
明
中
で
あ
る
。

平
沼
連
合
長

向
出 

健 

議
員
笠
置
町

相
楽
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

擁
壁
安
全
対
策
工
事
の
ク
ラ
ッ

ク
発
生
に
つ
い
て
、原
因
究
明

の
状
況
は
。
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笠置町

　
令
和
6
年
12
月
か
ら
、南
山
城
村
の
観
光
む
ら
づ
く
り
に
携
わ
る
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
着
任
さ
れ
た
小
橋
康
之
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

出
身
地

京
都
府
木
津
川
市（
旧
木
津
町
）　

配
属
先

南
山
城
村
産
業
観
光
課

資
格
等

 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
永
住
権
、
狩
猟
免
許（
わ
な
猟
）、
食
品
衛
生
管
理

者
、養
蜂
家

自
己
紹
介

 

　
京
都
府
内
で
育
ち
、
大
学
卒
業
後
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
25
年
間
居
住
し
、
飲

食
店
等
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
帰
国
し
、
昨
年
ま
で
の
4
年
間
は
長

崎
県
波
佐
見
町
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
休
耕
地
活
用
や
商
品
開
発
、イ
ベ
ン

ト
企
画
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

地
域
の
方
へ
ひ
と
こ
と 

　
南
山
城
村
に
来
た
の
は
両
親
が
住
む
奈
良
に
も
近
く
、自
分
が
育
っ
た
京
都
府
南

部
に
帰
っ
て
き
た
か
っ
た
か
ら
。自
然
が
豊
か
な
環
境
に
あ
り
な
が
ら
周
囲
の
街
に

何
で
も
あ
っ
て
不
便
過
ぎ
な
い
印
象
で
す
。
お
茶
の
Ｐ
Ｒ
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外

の
資
源
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
盛
り
上
げ
た
い
。経
験
の
あ
る
養
蜂
や
新
た
な
農
産

物
に
挑
戦
し
た
り
し
て
、地
域
の
皆
さ
ん
が
ワ
ク
ワ
ク
し
て
く
れ
る
よ
う
な
こ
と
を

一
緒
に
取
り
組
み
た
い
で
す
ね
。見
か
け
た
ら
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

問
産
業
観
光
課　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
5
直

南
山
城
村
の
観
光
振
興
を
進
め
る
新
た
な
プ
レ
ー
ヤ
ー

南山城村

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

小
橋 

康
之（
こ
ば
し
や
す
ゆ
き
）さ
ん

　高齢化や人口減少が進む地
方において地域外の人材を積極
的に受け入れ地域協力活動に参
画してもらいながら、その定住・
定着を図ることで地域力の維持・
強化を図る取り組みです。

地域おこし協力隊とは

　
4
月
13
日（
日
）に
、
大
阪
・
関
西
万
博
が
開
幕
し
ま
す
。こ

れ
に
先
立
ち
、
大
阪
な
ど
の
都
市
部
か
ら
地
方
部
へ
誘
客
の
流

れ
を
作
る
こ
と
を
目
的
に
、
1
月
4
日（
土
）か
ら
1
月
8
日

（
水
）に
か
け
て
関
西
国
際
空
港
第
一
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
て
関
西
地

方
部
の
団
体
に
よ
る
地
域
産
品
P
R
が
お
こ
な
わ
れ
、
和
束
町

は
1
月
6
日（
月
）と
1
月
8
日（
水
）に
正
月
の
縁
起
物
で
あ
る

大
福
茶
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　
和
束
町
ブ
ー
ス
で
は
両
日
と
も
茶
農
家
さ
ん
が
お
茶
を
振
る

舞
い
、
和
束
町
に
興
味
を
持
っ
た
人
が
足
を
止
め
、
そ
の
お
茶

を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
大
阪
・
関
西
万
博
を
契
機
に
和
束
町
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
く
P
R
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

大
阪
・
関
西
万
博
に
向
け
て
、

動
き
出
し
て
い
ま
す

和束町

万博ブース

大福茶
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和束町史編さんだより
 第32回 和束八景

　「和束八
はっ

景
けい

」を御存知ですか。八景は、地域の景勝地８か所を選定したもので、中国の瀟
しょう

湘
しょう

八
はっ

景
けい

にならって、
日本でも南都八景や近江八景などが作られました。近隣では、狛八景や瓶原八景が知られています。
　和束八景は、幕末期に、鷲

じゅう

峰
ぶ

残
ざん

雪
せつ

、菅
かん

廟
びょう

晩
ばん

鐘
しょう

、南
なん

村
そん

犂
り

雨
う

、三
さん

嶽
がく

練
れん

雲
うん

、渓
けい

流
りゅう

朝
ちょう

靄
あい

、山
さん

荘
そう

暮
ぼ

煙
えん

、孤
こ

峰
ほう

明
めい

月
げつ

、神
しん

松
しょう

清
せい

風
ふう

が選ばれました。鷲峰山の残雪はわかります。菅廟は菅原道真をまつる天満宮のことで、今も境内に梵
鐘があります。南村犂雨は宋の詩人・黄

こう

庭
てい

堅
けん

の詩のなかの句「南村北村雨一犂」を踏まえたもので、田畑を犂
すき

で一かきするくらいの深さまで湿らす雨のことです。三嶽練雲は三ケ岳にかかる雲のこと、渓流朝靄は和束
川の朝

あさ

靄
もや

でしょう。孤峰明月は禅の『景徳伝灯録』にある「明月孤峰に上る」によるものですが、孤峰はどの山
でしょうか。神松は、天満宮の神が降りたという門前宮野の松でしょう。山荘暮煙はよくわかりません。
　広く知られることなく過ぎてきた和束八景ですが、改めて「和
束らしさ」あふれる現代の和束八景を選定してもいいのかもしれ
ません。
問相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課　和束町史編さん室
　　☎ 0774・74・8952
　　HP https://www.union.sourakutoubu.lg.jp
　　　（和束町史編さん室）

笠置町人権学習公開講座開催
　12月７日（土）、笠置町産業振興会
館にて人権学習公開講座がおこなわれ
ました。今年は「自分らしく生きる」と
いうタイトルでシンガーソングライ
ターの悠以（ゆい）さんをお招きして、
LGBTトーク＆コンサートをしていた
だきました。
　悠以さんは、幼少期から自らの性に
違和感を抱きつつ悩み続けていたこと、
そして自分らしく生きるため、卒業後
に「悠以」としてスタートした話など
を講演されました。またライブでは高
低の歌声を響かせ会場を沸かせました。
講演を通して、性の多様性についての
人権を考える有意義な時間を過ごすこ
とができました。

わづか親と子の茶道教室（和束町）
　茶源郷 和束 の子どもたちに、そして広く住民のみなさんに「お茶に親
しんでもらおう」「日本の伝統文化の良さにふれてもらおう」と、令和４
年度に和束町にも茶道教室が誕生しました。昨年度からは年間10回の
教室を開催し、参加者のみなさんは真剣にお稽古に打ち込む時間と、合
間の和気あいあいとした時間をともに楽しんでおられるようです。
　茶室での作法、お菓子やお茶のいただき方、お点前などを繰り返し、
思いやりや感謝の心を深めていきます。親子のほか、子どもだけ、大人
だけでもご参加いただけます。必要なものはお貸ししますので、是非お
気軽に体験してみてください。
　茶源郷の地で、お茶に親しんでいただく方が一人でも増えることを期
待しています。 （申込については、P14おしらせをご参照ください。）

「また八景に題す」（部分、正法寺文書から）
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保健・福祉保健・福祉

３月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
  3月  2日（日） 内科
      　9日（日） 内科・小児科
    　16日（日） 内科
    　20日（木・祝） 内科
    　23日（日） 内科・小児科
    　30日（日） 内科・小児科
※ ２月分については広報れんけい１月号を

ご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前８時30分～午後０時30分
診療時間 午前９時～
症状によって診察できない場合は京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。
問相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　☎0774・73・9988直

当日電話予約制です

相
楽
医
師
会

相
楽
医
師
会

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

シリーズ
　
毎
年
春
に
な
る
と
花
粉
症
に
悩
ま

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

花
粉
症
は
国
民
病
と
も
言
わ
れ
、

特
に
ス
ギ
花
粉
症
の
有
病
率
は
約
38

％
と
高
く
、
3
人
に
1
人
は
花
粉
症

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
最
近
で

は
小
児
の
患
者
さ
ん
も
増
加
し
、
低

年
齢
化
が
進
み
、
2
歳
頃
に
発
症
さ

れ
る
お
子
さ
ん
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

治
療
法
は
、
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
な

ど
の
内
服
、
点
眼
、
点
鼻
と
い
っ
た

対
症
療
法
が
中
心
で
す
が
、
近
年
舌

下
免
疫
療
法
と
い
う
新
し
い
治
療
法

が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ア

レ
ル
ギ
ー
の
原
因
で
あ
る
ア
レ
ル
ゲ

ン
を
少
量
か
ら
投
与
す
る
こ
と
で
、

体
を
ア
レ
ル
ゲ
ン
に
慣
ら
し
、
症
状

を
和
ら
げ
、
根
本
的
な
体
質
改
善
が

期
待
で
き
る
治
療
法
で
す
。
ス
ギ
花

粉
症
の
場
合
、
ス
ギ
の
エ
キ
ス
を
含

ん
だ
溶
け
や
す
い
錠
剤
を
舌
の
下
に

1
分
間
置
い
た
後
飲
み
込
む
と
い
う

こ
と
を
毎
日
行
い
ま
す
。
治
療
期
間

は
3
年
か
ら
5
年
が
推
奨
さ
れ
て
い

ま
す
。
副
作
用
と
し
て
喉
の
か
ゆ
み

や
舌
下
の
腫
れ
が
み
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
軽

微
で
、
治
療
を
無
理
な
く
継
続
す
る

こ
と
で
副
作
用
の
症
状
も
軽
快
し
て

い
き
ま
す
。

　

特
に
低
年
齢
の
お
子
さ
ん
は
眼
の

症
状
が
強
く
、
か
ゆ
み
の
た
め
眼
を

強
く
こ
す
り
、
眼
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
鼻
閉
や

鼻
汁
が
ひ
ど
く
夜
も
よ
く
眠
れ
ず
、

日
中
の
活
動
に
も
支
障
を
き
た
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
お
子
さ
ん
に
は
お

勧
め
の
治
療
法
で
す
。

　

ま
た
、
通
年
性
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性

鼻
炎
の
治
療
法
の
1
つ
と
し
て
、
ダ

ニ
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
舌
下
免

疫
療
法
が
あ
り
ま
す
。
1
年
中
鼻
汁
、

鼻
閉
、
く
し
ゃ
み
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ

ー
症
状
の
強
い
方
に
は
選
択
肢
の
1

つ
で
す
。
効
果
が
実
感
で
き
る
ま
で

に
は
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
症
状

の
軽
減
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
小
児
科
、
耳
鼻
咽
喉

科
、
ア
レ
ル
ギ
ー
科
な
ど
の
医
療
機

関
で
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

や
ま
し
た
小
児
科
医
院（
木
津
川
市
）

山
下
千
賀
子

舌
下
免
疫
療
法
に

つ
い
て

そ
の
115

認知症キッズサポーター養成講座（笠置町）
　今年度も笠置小学校の５・６年生を対象にキッズサポータ
ー養成講座とスキルアップ講座を開催しました。
　養成講座では、認知症とはどのような病気でどういった対
応が良いのかを学び、スキルアップ講座では、子ども達が考
えたゲームを高齢者の方と行ったり、おやつを食べながらお
話をしたりと、実際に交流してもらいました。
　講座を終え、子ども達からは祖父母や地域の高齢者に「普
段から優しく声をかける」ことや「困っておられたら声をか
けて一緒に行動していきたい」との声を聞くことができまし
た。子ども達には笠置町キッズサポーターの一員としてこれ
からの活躍を期待しています。

地域で見守る、支える認知症
　認知症は誰もがなる可能性がある病気です。
　認知症になっても住み慣れた地域で安心し
て暮らし続けられるようみんなで一緒に考え
ましょう！
日２月15日（土）
　　午後１時30分～３時30分
所やまなみホール
内講演
　　もの忘れのある人との接し方
　　～私たちの経験から～
　　講師　竹澤　健氏（竹澤内科小児科医院）
　体操
　 　五感を刺激するいきいき健康体操
　　～心も脳も元気な体を～
　　フィットネスインストラクター
　　陶山　美佐氏
対３町村在住の人　費無料
問相楽東部広域連合総務課
　　☎0774・78・0120

キッズサポーター養成講座の様子 スキルアップ講座の様子
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安心安全
ほっ

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
ま
た
は
来
所
）

　
☎
０
７
７
４・
72
・
９
９
５
５（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
も「
子
ど
も
の
英
会
話
教
室
を
契
約
し
た
も
の

の
、
初
め
の
内
容
と
違
う
の
で
退
会
し
た
い
が
、
手
数
料
が
高
額
な
の
で
ど
う

し
た
ら
い
い
か
。」と
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
特
定
継
続
的
役
務
提
供
と
は
、

長
期
・
継
続
的
な
役
務
の
提
供
と
、こ
れ
に
対
す
る
高
額
の
対
価
を
支
払
う
契

約
の
こ
と
で
す
。
現
在
、
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
、
美
容
医
療
、
語
学
教
室
、
家
庭
教

師
、
学
習
塾
、
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
7
つ
の
役
務
が

対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
契
約
に
つ
い
て
、
消
費
者
は
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
期
間（
8
日
間
）の
経
過
後
に
お
い
て
も
、
将
来
に
向
か
っ
て
、
契
約

（
関
連
商
品
の
販
売
契
約
を
含
む
）を
解
除（
中
途
解
約
）す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。左
記
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

≲
事
例
≳

Q�

学
習
教
材
の
勧
誘
電
話
が
あ
り
、
自
宅
に
来
て
も
ら
い
、
説
明
を
受
け
た
教

材
は
中
学
3
年
分
、
60
万
円
と
高
額
な
の
で
不
安
だ
っ
た
が
、「
テ
ス
ト
の
点

も
確
実
」な
ど
と
言
わ
れ
、
特
典
の
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
も
魅
力
的
で
契
約

し
、
代
金
を
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
。
契
約
後
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
い
方
の
説

明
に
来
る
と
言
っ
た
が
来
訪
せ
ず
、電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
も
態
度
が
豹
変

し
て
お
り
不
信
感
を
抱
い
た
。娘
も
教
材
に
興
味
を
示
さ
ず
、解
約
し
た
い
。

A�

2
月
は
進
級
、
進
学
を
間
近
に
控
え
、
勉
強
に
対
す
る
関
心
や
不
安
が
高
ま

る
時
期
で
す
。
と
く
に
学
習
教
材
は
、
実
際
に
使
っ
て
み
な
い
と
自
分
に
合

っ
て
い
る
か
な
ど
わ
か
ら
な
い
の
で
、一
度
に
大
量
で
高
額
な
契
約
を
結
ぶ

の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。「
す
ぐ
に
成
績
が
上
が
る
」な
ど
を
強
調
し
、
契
約
を

迫
ら
れ
て
も
そ
の
場
で
は
契
約
せ
ず
、
慎
重
に
検
討
し
、
解
約
な
ど
の
条
件

に
つ
い
て
も
よ
く
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

学
習
塾
・
学
習
教
材
の
契
約
は
慎
重
に
！

災害時におけるキッチンカーによる物資
の供給等に関する協定を締結（南山城村）

　南山城村では、避難所での食料支援をはじめとする
被災者支援の重要性に着目し、令和６年12月19日に、
関西移動販売車組合等を運営されます株式会社メルカ
ート様(所在地：岐阜県各務原市蘇原栄町２丁目10-
１　代表取締役 森 智彦様)と「災害時におけるキッチ
ンカーによる物資の供給に関する協定」を締結しまし
た。当日は、株式会社メルカート代表取締役 森様と営
業部関西チーム リーダー寺嶋様が南山城村役場を訪
れられ、平沼村長、中嶋副村長とともに災害時の対策
や、発災時に向けた取り組み、キッチンカーによる物
資供給やその他平時からの取り組みに向けてなど意見
交換を行うとともに調印・締結式を行いました。

災害時における物資（Ｇ72ＢＯＸ）が納入
されました（南山城村）

　令和５年12月21日に協定を締結した「災害時にお
ける物資（G72BOX）の受入保管等に関する協定」に
おける物資（G72BOX）が令和６年12月20日に納入
されました。これは株式会社ミーチュアル・エイド・
セオリー（ガーディアン72株式会社）が、災害発生時
の初動72時間の初期対応に備える物資が詰め込まれ、
民間がそれを支援する「ガーディアン72ボックス」を
本村倉庫に備え備蓄するものです。本村での災害時に
は優先的に使用するとともに、近隣の協定自治体とと
もにその他の地域が被災した場合は被災先へ支援し支
援の輪を広げていくものです。
　今回、本村では京都府内初の取り組みとして、プロ
ジェクトに賛同し協定締結に至り、その後、物資の納
入が同様にプロジェクトに参画する山添村で行われま
した。この取り組みや支援の輪を広げ災害時に必要と
なる共助の仕組みづくりについても積極的に取り組ん
でいきたいと考えています。

倉庫に保管されるG72BOX 山添村での贈呈式 協定締結式

ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
と
き
は
、す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

日
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）　
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

　
※ 
土
曜
・
日
曜
お
よ
び
祝
・
休
日（
年
末
年
始
除
く
）は
午
前
10
時
～
午
後
4
時
ま
で

☎
1
8
8
へ（
電
話
の
み
）

所 

木
津
川
市
木
津
上
戸
15 

相
楽
会
館
１
階 

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）
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令
和
7
年�

出
初
式（
初
出
式
）

　
1
月
12
日（
日
）、
笠
置
町
で
は
笠
置
小
学
校
体
育
館
、
南
山

城
村
で
は
、南
山
城
村
文
化
会
館（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）で
出
初

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
和
束
町
で
は
和
束
小
学
校
体
育
館
で
初
出
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
7
年�

笠
置
町
消
防
団
出
初
式
表
彰
者

京
都
府
消
防
協
会
長
定
例
表
彰

　
勤
功
章　
　
第
２
部　
団　
員　
　
木　
村　
　
　
明

　
精
績
章　
　
第
2
部　
団　
員　
　
増　
地　
隆　
史

　
精
勤
章　
　
第
２
部　
団　
員　
　
片　
山　
万　
貴

京
都
府
消
防
協
会
相
楽
支
部
長
表
彰

　
　
　
　
　
自
動
車
部　
団　
員　
　
辻　
井　
堅　
一

町
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
第
１
部　
団　
員　
　
坂　
口　
歩　
志

　
　
　
　
　
　
第
２
部　
部　
長　
　
中　
本　
典　
男

　
　
　
　
　
　
第
４
部　
部　
長　
　
北　
川　
千　
博

　
　
　
　
　
　
第
６
部　
団　
員　
　
谷　
本　
　
　
肇

団
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
第
２
部　
団　
員　
　
今　
井　
誠　
人

　
　
　
　
　
自
動
車
部　
団　
員　
　
原　
田　
真
太
郎

令
和
7
年�

南
山
城
村
消
防
団
出
初
式
表
彰
者

京
都
府
消
防
協
会
長
定
例
表
彰

　
勤
功
章　
　
　
　
　
分
団
長　
　
屋　
敷　
浩　
彦

　
精
績
章　
　
　
　
　
団　

長　
　
柴　
垣　
紀　
行

　
精
勤
章　
　
　
　
　
副
分
団
長　
　
増　
田　
永　
俊　

京
都
府
消
防
協
会
相
楽
支
部
長
表
彰

　
第
１
分
団　
第
１
部　
部　
長　
　
中　
岡　
義　
彰

　
第
１
分
団　
第
５
部　
部　
長　
　
金　
丸　
一　
彦

　
第
２
分
団　
第
１
部　
部　
長　
　
藪　
仲　
孝　
樹

村
長
章

　
第
２
分
団　
第
１
部　
団　
員　
　
山　
田　
一　
貴

　
第
２
分
団　
第
１
部　
団　
員　
　
西　
城　
洋　
平　

団
長
章

　
第
１
分
団　
第
５
部　
団　
員　
　
寺　
崎　
海　
都　
　

　
第
２
分
団　
第
１
部　
団　
員　
　
稲　
田　
　
　
翔

　
第
２
分
団　
第
１
部　
団　
員　
　
南　
　
　
良　
樹

団
精
勤
章

　
第
１
分
団　
第
５
部　
団　
員　
　
加　
村　
翔　
太

　
第
１
分
団　
第
５
部　
団　
員　
　
フ
セ
イ
ン 

マ
ハ
ム
ド　

　
第
２
分
団　
第
１
部　
団　
員　
　
館　
山　
　
　
淳　

　
地
域
で
の
安
心
・
安
全
な
環
境
づ
く
り
、
ま
た
自
然
災
害
等

へ
の
心
構
え
の
も
と
、
消
防
団
員
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
消
防
使

命
の
志
を
新
た
に
令
和
7
年
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
で
は
消
防
団
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
団
員
に
対
し

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
3
町
村
の
表
彰
者
は
以
上
の
皆
さ
ん

で
す
。�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

京
都
府
消
防
協
会
長
定
例
表
彰

　
精
績
章　
東
分
団　
分
団
長　
　
藤　
田　
高　
志

　
精
勤
章　
中
分
団
第
２
部
部
長　
　
村　
城　
敦　
信

　
精
勤
章　
東
分
団
第
３
部
部
長　
　
北　
　
　
友　
春

　
精
勤
章　
東
分
団
第
４
部
部
長　
　
藤　
田　
恭　
平

京
都
府
消
防
協
会
相
楽
支
部
長
表
彰

　
中
分
団　
第
１
部　
班　
　
長　
　
稲　
垣　
　
　
望

町
長
表
彰

　
東
分
団　
第
１
部　
班　
　
長　
　
谷　
口　
和　
也

　
東
分
団　
第
３
部　
団　
　
員　
　
ブ
ロ
ジ
ェッ
ト 

マ
イ
ケ
ル

　
中
分
団　
第
１
部　
団　
　
員　
　
池　
田　
達　
哉

　
西
分
団　
第
１
部　
団　
　
員　
　
渡　
邊　
佑　
希

　
西
分
団　
第
２
部　
団　
　
員　
　
吉　
本　
　
　
光

団
長
表
彰

　
中
分
団　
　
　
　
　
副
分
団
長　
　
𠮷　
村　
一　
真

　
東
分
団　
第
１
部　
団　
　
員　
　
荒　
木　
啓　
伍

　
東
分
団　
第
３
部　
団　
　
員　
　
木　
村　
　
　
誠

　
東
分
団　
第
４
部　
団　
　
員　
　
北　
原　
和　
也

　
中
分
団　
第
２
部　
団　
　
員　
　
村　
城　
裕　
彦

　
西
分
団　
第
1
部　
団　
　
員　
　
西　
山　
拓　
弥

　
西
分
団　
第
２
部　
団　
　
員　
　
中　
尾　
祐　
亮

令
和
7
年�

和
束
町
消
防
団
初
出
式
表
彰
者
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行政
役場からの手続きや
行事などのお知らせ

第74回社会を明るくする運動京都府作文コンテスト京都府教育委員会教育長賞受賞！�
村長へ表敬訪問されました（南山城村）

　第74回「社会を明るくする運動京都府作文コンテスト」で、京都
府教育委員会教育長賞を受賞された、笠置中学校１年生のナディ
ル・アリ・ニダ・アリさんが12月27日（金）、平沼村長へ受賞の報告
のため、来庁されました。
　ナディルさんは「犯罪は決して許されないことを伝えるために自
分の気持ちを書き、伝えることができた。非行防止の一つとして読
んでいただければと」作文に込めた想いを述べられました。

左から：�田邊校長、ナディルさん、�
平沼村長、中嶋副村長

入札参加資格審査申請の受付について（笠置町）

　笠置町が発注する公共工事、建設コンサルタント業務、物品・役務等の納入を
入札等の方法により受注しようとするときは、あらかじめ入札参加資格の審査申
請が必要です。令和７・８年度分の受付を下記の日程で行います。
日２月１日（土）～28日（金）
留意事項電子申請にて受付を行います。
　　　紙での申請は原則受け付けませんので、ご了承ください。
　　　詳細につきましては、笠置町ホームページをご覧ください。
問笠置町建設産業課　☎0743・95・2326直

和束町消防団員対象のドローン基本講習を行いました（和束町）

　令和６年12月１日（日）、14日（土）、15日（日）にかけて、消防団員を
対象にドローン基本講習を行い、受講した本団役員が講習証明書を受け
取りました。
　この講習は、和束町が令和６年10月に導入した消防用ドローン４台
を活用し、災害発生時に、孤島になった際でも災害状況をいち早く各地
区で収集し、災害対策本部へ早期に伝達を行う目的のために実施しまし
た。今後は、消防団員を中心とした講習を行い、操縦者を増やす予定です。

とんど焼き（笠置町・和束町）

　笠置町では、1月12日（日）にとんどまつりが行われました。子どもた
ちが書いた書初めや、住民の方からは、しめ縄などお正月飾りが集まり、
とんどやぐらが燃え上がるのを見ながら、一年間の無病息災をお祈りし
ました。
　和束町では、１月15日（水）に和束町児童公園でとんど焼きを行いま
した。毎年、児童が書いた「とんどのポスター」を区内の掲示板に貼り、
それを見た住民の方からたくさんのしめ縄やお正月飾りが集まりました。
　高く組んだ木材を３本の青竹で覆い、その中にしめ縄や飾りを入れ、
その周りを小・中学校の書き初めで飾りました。
　今年は２年女子２名が点火し、火は一気に燃え上がりました。

笠置町：
�西部ふれあい広場
での様子

和束町：
和束町児童公園
での様子
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大会当日はご不便をおかけしますが、ノーマイカーデーにご協力をお願いします。

京都マラソン2025
２月16日（日）開催	 午前８時55分  車いす競技スタート　
  午前９時  マラソン・ペア駅伝スタート
  午後３時  終了

　京都マラソンは、長時間にわたり道路を使用するため、京都市内全域で大規模な渋滞の発生が予想されます。
緊急車両・路線バスの運行確保に向け、自家用車の使用を控え、公共交通機関をご利用ください。
※ 交通規制や路線バスの経路変更等に十分ご注意ください。自転車、歩行者のコース横断も制限 
されます。歩行者の横断は歩道橋、地下鉄出入口等をご利用ください。

問 京都市文化市民局市民スポーツ振興室　☎075・222・3138　FAX075・213・3367 京都マラソン公式HP

第47回南山城村茶業者大会（南山城村）

　広く南山城村の「お茶」を紹介し、消費拡大を推進するとともに、茶業振興を図ることを目的として開催し
ます。茶香服大会は参加申し込みが必要ですが、講演は誰でも参加いただけますのでぜひご参加ください。
日３月３日（月）　午後１時～　
所やまなみホール
内（１）褒章授与および感謝状贈呈式
　（２）講演（午後２時45分予定）
　　　「株式会社中村藤吉本店 代表取締役 中村　省梧 氏」
　（３）茶香服大会　など
問南山城村役場産業観光課　☎0743・93・0105直 昨年開催時の様子

～お茶と暮らしの風景を探しにいこう！～文化的景観フィールドワーク報告会（和束町）

日３月16日（日）　時間未定
所グリンティ和束（和束茶カフェ）周辺
内 和束町では現在、お茶と暮らしの景観を国選定の文化財である「重要文化的景観」にしようと取り組んでい

ます。11月から1月に実施したフィールドワークで住民さんたちと一緒にみつけた、「地域らしさ」を広く
知っていただくための報告会を実施します。詳細は「れんけい」３月号をご覧ください。

問和束町地域力推進課　☎0774・78・3002直

茶源郷和束「茶の匠からのおもてなし」イベント（和束町）

日３月15日（土）　午前10時～午後４時（予定）
所和束町内各地
内 大阪・関西万博の開幕を目前に控え、鷲峰山トンネル開通による京都方面のアクセスが良くなることをPR

するため、茶生産者が自ら育てたお茶を、自らの手で振る舞う呈茶イベントを実施します。お茶の販売や
茶畑ツアーも企画中です。詳細は「れんけい」３月号をご覧ください。

主催 和束町地域力推進協議会
問和束町地域力推進課　☎0774・78・3002直
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 『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

日
2
月
3
日（
月
）・
17
日（
月
）

　
　
午
後
7
時
30
分
～
8
時
30
分

所
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講 

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
コ
ド
ソ
先
生

対 

和
束
町
在
住
の
高
校
生
以
上
の
人

問 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
笠
置
町
・
南
山
城
村
教
室

日
2
月
5
日（
水
）・
19
日（
水
）

　
　
午
後
7
時
30
分
～
8
時
30
分

所
や
ま
な
み
ホ
ー
ル

講 
ア
イ
バ
ン
・
カ
ー
バ
ハ
ル
先
生

対 

笠
置
町
・
南
山
城
村
に
在
住
の
高
校

生
以
上
の
人

問 

相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

　
教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6　

　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

　 『
健
康
体
操
教
室
』

日
2
月
13
日（
木
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

所
つ
む
ぎ
て
ら
す
ホ
ー
ル

講
西
垣　
喜
美
代
さ
ん

問 

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

和
束
町
ふ
る
さ
と
大
学 

第
２
回
講
座

『 
呼
吸
法
と
チ
ェ
ア
ヨ
ガ

～ 

い
い
呼
吸
で
心
地
よ
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
～
』

日
2
月
28
日（
金
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

所
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

講 

藤
井　
美
由
紀
さ
ん

対 

和
束
町
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

定 

先
着
20
名　
費 

無
料

持 

飲
み
物
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

 

※ 

当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装
で
参

加
く
だ
さ
い
。

期 

2
月
3
日（
月
）～
21
日（
金
）

問 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

和
束
町
史
編
さ
ん
室『
第
20
回
古
文
書
講
座
』

日
3
月
8
日（
土
）

　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

所
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

内
女
性
の
書
状
を
読
も
う

　

 　
女
性
が
書
い
た
文
章
は
、か
な
文
字

が
多
く
、解
読
も
難
し
く
な
り
ま
す
。

い
く
つ
か
の
書
状
を
読
み
、女
性
の
文

字
に
親
し
み
ま
す
。な
お
、古
文
書
講

座
は
、今
回
が
最
終
回
と
な
り
ま
す
。

講
和
束
町
史
編
さ
ん
室　
専
門
員

　
田
中　
淳
一
郎

定
15
人　
費
無
料

問 

和
束
町
史
編
さ
ん
室

　
　
☎
0
7
7
4
・
74
・
8
9
5
2

　
つ
な
が
ら
な
い
時
は
教
育
委
員
会
へ　

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

講
座

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』	

●
和
束
町
教
室

日
2
月
15
日（
土
）

　
　

 

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所 

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
和
室

講
中
井　
薫
さ
ん

対 

和
束
町
在
住
の
小
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
。
子
ど
も
だ
け
、
大
人
だ
け
の

受
講
も
可
。

　
※ 

受
講
申
し
込
み
は
5
日
前
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

費 

水
屋
費（
抹
茶
・
菓
子
代
等
）

5
0
0
円

問
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
南
山
城
村
教
室

日
2
月
8
日（
土
）

　
　

 

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所 

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
和
室

講
菅
瀬　
操
仙
さ
ん

対 

笠
置
町
と
南
山
城
村
在
住
の
小
中
学

生
と
そ
の
保
護
者

　
※ 

受
講
を
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

費 
水
屋
費（
抹
茶
・
菓
子
代
等
）

　
5
0
0
円

問
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

和
束
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

 『
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
活
動
』

　
皆
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
！

日 

2
月
20
日（
木
）・
2
月
27
日（
木
）・　

３
月
６
日（
木
）

　
午
後
6
時
30
分
～
8
時（
全
３
回
）

所
和
束
小
学
校　
体
育
館

対
小
学
生
以
上
の
方

定
先
着
15
名

費 

5
0
0
円（
本
年
度　

テ
ニ
ス
・
フ

ッ
ト
サ
ル
教
室
に
参
加
さ
れ
た
方
は

不
要
）

持 

ラ
ケ
ッ
ト（
お
持
ち
の
方
）・
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
・
汗
ふ
き
用
タ
オ
ル
・
飲

み
物

期
2
月
3
日（
月
）～
17
日（
月
）

問
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

人
権
・
行
政
相
談（
笠
置
町
）

日
2
月
18
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

所
産
業
振
興
会
館
1
階
研
修
室

問 

笠
置
町
人
権
啓
発
課（
人
権
） 

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
1
4
0
直

　
笠
置
町
総
務
財
政
課（
行
政
）

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
直

行
政
相
談（
和
束
町
）

日
2
月
4
日（
火
）

相
談
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午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所 
和
束
町
役
場　
第
1
相
談
室

問 
和
束
町
総
務
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1
直

人
権
相
談（
和
束
町
）

日
2
月
27
日（
木
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

所 

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問 

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

法
律
相
談（
和
束
町
）

日
2
月
7
日（
金
）

　
　
午
後
1
時
～
4
時

所 

和
束
町
商
工
会
館
研
修
室

問 

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1

人
権・行
政・困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

日
2
月
20
日（
木
）

　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

所 

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

問 

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

日
2
月
20
日（
木
）

　
　

 

午
後
1
時
30
分
～
5
時

　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

所 

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

問�

・
予�

　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

※ 

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。事
前
予
約
は
2
月
19
日（
水
）

午
後
5
時
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

時 

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問 

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
3
直

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

時 

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問 

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

き
こ
え
の
相
談
会

　
「
最
近
、
電
話
で
相
手
の
声
が
聞
き

取
り
に
く
い
」「
騒
が
し
い
場
所
で
の

会
話
が
聞
き
取
り
に
く
く
な
っ
た
。」

「
補
聴
器
を
使
っ
て
み
た
い
が
…
」な

ど
耳
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
せ
ん

か
。
年
齢
と
と
も
に
、
誰
で
も
耳
が
遠

く
な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
自
分
の
聴

力
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か
一
度
、
聴
力

実
施
日

場
　
所

2
月
12
日（
水
）
つ
む
ぎ
て
ら
す

2
月
18
日（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

2
月
28
日（
金
）
笠
置
会
館

実
施
日

場
　
所

2
月
19
日（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

2
月
21
日（
金
）
童
仙
房
公
民
館

2
月
28
日（
金
）
高
尾
公
民
館

測
定
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

定
期
相
談
会

日
2
月
21
日（
金
）

　
　
①
午
前
10
時
～　
②
午
前
11
時
～

　
　
③
午
後
１
時
～　
④
午
後
２
時
～

所 

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相

楽
会
館
内
）　

内 

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

（ 

聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時

間
程
度
）

対  

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
人
と
そ
の
家
族

費 

無
料

申 

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
1
週
間

前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　

 

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・

住
所
・
電
話（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相

談
内
容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
申
込
み
が
多

い
場
合
は
、
変
更
を
お
願
い
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問 

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

　
　
ＦＡＸ
0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

※ 

相
談
会
以
外
の
日
に
も
、
ご
相
談
を

お
受
け
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

相
楽
中
途
失
聴・難
聴
者
協
会　

交
流
例
会

日
3
月
23
日（
日
）

　
　
午
後
１
時
～
３
時

所
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

対 

相
楽
地
域
の
市
町
村
に
居
住
ま
た
は

勤
務
す
る
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者

内 　
「
も
う
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
は
あ
り

ま
せ
ん
」　

　

 　

難
聴
に
よ
り
、
不
安
を
抱
え
て
お

り
、悩
ま
れ
て
い
る
方
の
社
会
参
加・

自
己
実
現
に
繋
げ
る
た
め
、
仲
間
が

集
ま
り
、
聞
こ
え
に
く
く
て
も
、
自

分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
活
が
送
れ

る
場
の
き
っ
か
け
作
り
と
し
て
交
流

例
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

 　

聞
こ
え
に
く
い
方
が
集
い
、
日
常

で
の
悩
み
や
課
題
を
話
し
合
い
ま
す
。

要
約
筆
記
・
手
話
通
訳
も
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

申 

F
A
X
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

問
相
楽
中
途
失
聴
・
難
聴
者
協
会

　
　
ＦＡＸAA
0
7
7
4
・
72
‐
6
8
6
2

　
相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
気
付

　
　

t0108n@
outlook.jp

（
西
岡
）

　　

親
子
で
集
ま
り
、子
育
て
の
情
報
交
換
や

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、集
団
の
中
で
思
い
切

り
遊
べ
る
場
で
す
。保
育
園
に
入
園
し
て
い
な

い
子
ど
も
を
対
象
に
、子
育
て
の
仲
間
の
輪
を

ひ
ろ
げ
、一緒
に
子
育
て
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対 

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者（
3
町
村
い

ず
れ
に
お
住
ま
い
の
人
も
参
加
可
能
で
す
）

子
育
て
支
援
の
お
し
ら
せ
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ほ
っ
と
サ
ロ
ン

対  
0
歳
～
小
学
6
年
生
の
保
護
者

　
（ 
就
学
前
の
お
子
さ
ん
同
伴
可
）

日 

・
所  

※ 

2
月
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
10
日（
月
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

　
　
笠
置
保
育
所

　
13
日（
木
）

　
　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
つ
む
ぎ
て
ら
す

予
約
不
要
。

子
育
て
真
っ
最
中
の
方
!!

ち
ょ
っ
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
？

※
子
育
て
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

日 

3
月
5
日（
水
）

　
　
午
前
10
時
～
正
午

所 

笠
置
保
育
所

　
今
回
の
子
育
て
講
座
は
、
日
ご
ろ
の

子
育
て
を
振
り
返
り
、
明
日
か
ら
の
子

育
て
に
役
立
て
ら
れ
た
ら
と
思
い
、
保

護
者
の
皆
さ
ま
に
向
け
て
の
講
演
会
を

企
画
し
ま
し
た
。
講
師
の
方
は
、
親
へ

の
サ
ポ
ー
ト
や
「
明
日
か
ら
も
頑
張
ろ

う
！
」
と
希
望
を
も
っ
て
も
ら
え
る
講

演
を
心
が
け
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

問 

笠
置
地
域
学
校
協
働
本
部

　
（
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
）

　

 （
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会　

笠
置
町
分
室
内
）

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

す
く
す
く
広
場

曜 

毎
週　
水
曜
日

　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
※
日
に
よ
っ
て
内
容
は
異
な
り
ま
す
。

所 

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
和

束
保
育
園
内
）

　

 

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
利

用
に
つ
い
て
は
、
同
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
2
1
5
6

ひ
よ
こ
広
場

対 
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

曜 
毎
週　
月
・
水
曜
日

　
　
午
前
９
時
～
正
午

所 

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
機
能
訓
練
室
内
）

　
※ 

予
約
不
要
。
３
町
村
い
ず
れ
に
お

住
ま
い
の
方
も
参
加
可
能
で
す
。

問 

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

子
育
て
講
演
会
の
お
知
ら
せ

「 

み
ん
な
で
実
践
！

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
声
か
け
術
」

日 

3
月
3
日（
月
）

　
　
午
前
10
時
～
正
午

所 

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
機

能
訓
練
室
）

　

 （
予
約
不
要
。
３
町
村
い
ず
れ
に
お

住
い
の
方
も
参
加
可
能
で
す
）

講 

岩
城　
敏
之
氏

催 し
南朝協議会　講演会開催（笠置町）

日 ２月19日（水）午前10時～（１時間から１時間30分程度）　　所 笠置町産業振興会館２階ホール
費 無料　町内外問わずどなたでもご参加いただけます
内『両統迭立と後醍醐天皇』　　講相国寺史編纂室 研究員　中井　裕子様
問全国南朝の歴史資産等所在市町村活性化協議会事務局　吉野町産業観光課内　☎0746・32・3081
　　HP�https://nantyoukyougikai.com/

問 

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

　

当
院
で
は
活
動
し
て
頂
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。ご
興
味
が

あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

交
通
費�

支
給
あ
り

内�

外
来
患
者
さ
ん
の
窓
口
案
内
や
受
付

手
続
き
補
助
な
ど

問�

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

　
　
☎
0
7
7
4
・
72
・
0
2
3
5

伊
賀・山
城
南・東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

救
急・健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

A

0
1
2
0
・
4
1
9
9
・
２
２

　
心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時

間
体
制
で
お
応
え
し
ま
す
。
通
話
・
相

談
は
無
料
で
す
。

◇ 

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス

い
た
し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

お
名
前
と
年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇ 
ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村

に
お
住
ま
い
の
み
な
さ
ん
が
無
料
で

相
談
で
き
ま
す
。

◇ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー�

か
ら
の
お
し
ら
せ

そ
の
他

　南朝の歴史的資源・文化的資源の所在する市町村が連携し、その資源の保存方法や観光資源としての活用等に関する相互支
援を通して、地域住民の誇りや地域への愛着心の醸成、並びに地域の活性化を図ることを目的としています。

南朝協議会とは
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催 し
３月１日から３月７日は「春季全国火災予防運動」です。

　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防の意識を高めることで、火災の発生を防止し、
尊い命を守るとともに財産の損失を防ぐことを目的としています。

住宅防火��いのちを守る� 10 のポイント
・寝たばこは絶対にしない、させない。
・ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
・こんろを使うときは火のそばを離れない。
・コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
・火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。
・火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する。
・火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。
・火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
・お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し備えておく。
・防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。

問�相楽中部消防組合消防本部予防課
　　☎0774・75・1381直 出典：消防庁ホームページ　http://www.fdma.go.jp/

募 集

第７回木津川流域クリーン大作戦 ～みんなの手で、郷土の川を美しく～
 参加者大募集

　１月～３月に、淀川流域の上流から下流まで７エリアに分かれ、エリアごとに一斉清掃を実施する淀川水系一
斉美化アクションが行われます。この一環として木津川エリアで実施する活動が木津川流域クリーン大作戦です。
日２月16日（日）
　※雨天延期２月23日（日）
所①笠置大橋左岸　午前９時30分～10時30分（受付：午前９時～）
　②やまなみホール河川敷　午前９時～10時（受付：午前８時30分～） 
対団体または個人（中学生以下は保護者同伴）
持 火バサミと手袋は各自持参下さい。前日雨天など足下の状態が悪い場合 

がありますので、汚れてもよい靴で参加ください。 
マスク着用は自由です。

申名前・住所・電話・参加する拠点番号と拠点名・参加人数をホームページの申込フォームに記入 
　　HP�https://kidugawaclean.jimdofree.com
　または、FAXにて淀川管内河川レンジャー事務局へ送付
　　FAX�072・841・5663、受付平日9時～17時
問淀川管内河川レンジャー事務局中央流域センター　☎072・861・6801
　国交省淀川河川事務所木津川出張所　☎0774・62・0075
　いずれも平日の午前９時～午後５時

第６回の活動の様子

申込みは
こちらから
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ごみの出し方に関する問合せ
　笠 置 町 税 住 民 課　☎0743・95・2302直
　和束町農村振興課　☎0774・78・3008直
　南山城村建設環境課　☎0743・93・0106直

ペットボトル収集日
　笠 置 町　毎月　第１水曜日
　和 束 町　毎月　第２火曜日
　南山城村　毎月　第４月曜日

ペットボトル
出せるもの（一例）
 ⃝ジュースのペットボトル・しょうゆのペットボトル
出せないもの（一例）
 ⃝ ソースや食用油の容器、塩化ビニールで作られた容器等、 

ペットボトルマークのついていないものは、 
プラスチック製容器包装に出してください。

出す時の注意
◎ PETのマークが付いているものを

出してください。
 ◎ たばこの吸殻や灰を入れたペットボ

トルは出さないでください。
◎ 処理方法の関係上、ペットボトルは

つぶさずに出してください。

キャップとラベルは外し
てプラスチック製容器包
装として出してください。

出すときは袋などに出すときは袋などに
入れずステーションに入れずステーションに

設置してある設置してある
ペットボトル専用袋にペットボトル専用袋に
入れてください。入れてください。

中身を全部取り除き
水洗いしてください。

催 し
国立国会図書館関西館資料展示　「果しなき想像の果に―SFの想像力が創造した未来」

日 ２月20日（木）～３月18日（火）（日曜・祝日を除く）　午前９時30分～午後６時
所 国立国会図書館関西館 閲覧室（地下１階）
内 未来を夢見るはてしなき想像力と、その夢を実現する科学技術により、人類は社会を

発展させてきました。想像の世界を描くSF小説と現実の科学技術に関する資料を対比
させつつ、宇宙技術やインターネットといった革新的な技術、万博やけいはんな学研
都市のような社会実験となったプロジェクトなど、幅広いテーマの資料を紹介します。

費 入場無料　年齢制限なし
問 国立国会図書館関西館・資料案内　☎0774・98・1341

【資料展示関連講演会】「人新世で残らないもの」
日 ２月22日（土）　午後２時～３時30分　※講演会終了後、当館職員による資料展示の説明があります。
講 円城　塔 氏（作家）
所 国立国会図書館関西館 大会議室（地下１階）
定 150名（参加費無料）
申 以下のWebページからお申込みください。※２月６日（木）まで
　　HP https://www.ndl.go.jp/jp/event/events/kansai_20250222.html
問 国立国会図書館関西館・資料案内　☎0774・98・1341

展示HP

講演会HP

ご寄附ありがとうございました（笠置町）
「笠置町ふるさとづくり基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（令和６年12月受付）
氏名：伊左治　友子 様（伊左治医院）　  事業区分：「その他目的達成のために資する事業」
災害時の備えソーラーシステムによる電源の確保　　寄附金額：850,000円
ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、笠置町のまちづくりのために有効に活用させていただきます。

その他
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ベストショット
ボクたち、ワタシたちの

　京都府選挙管理委員会・京都府明るい選挙推進協議会が主催する「令和６年度明るい選挙啓発ポスタ
ーコンクール」入賞作品をご紹介します。ご応募いただいたみなさん、ありがとうございました。

令和６年度 令和６年度 明るい選挙啓発ポスター作品明るい選挙啓発ポスター作品

【審査結果】

入　選
中　本　聖　菜（笠置中学校２年）

【笠置中学校】中本�聖菜さん

入選入選

京都府明るい選挙推進協議会会長賞
和　田　凜太郎（南山城小学校５年）

【南山城小学校】和田�凜太郎さん

会長賞会長賞

【和束小学校】秋丸�詢一朗さん

会長賞会長賞
連合賞連合賞

公益財団法人明るい選挙
推進協会長・
都道府県管理委員連合賞
秋　丸　詢一朗
（和束小学校５年）
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図書室だより

笠置町図書室  ☎0743・95・2726／ 和束町体験交流センター図書室  ☎0774・78・4013／ 南山城村図書室  ☎0743・93・0522

３町村のどなたでも借りられます。
最寄の図書室でリクエストしてください。

「誘拐ジャパン」� 横関 大 ／ 著

　高額報酬につられ、ゴミ屋敷の掃除
を引き受けた美晴。そこに現れた大物
政治家に「この国の未来のために力を
貸してほしい」と持ちかけられたのが、
総理の孫を誘拐することで…。

一般書

笠
置
町

「記憶を食む」� 僕のマリ ／ 著

「結局、他人の集まりなので」� あたそ ／ 著

「坂の中のまち」�� 中島 京子 ／ 著
一般書

児童書
「ぼくはぽんこつじはんき」� 由美村 嬉々 ／ 著

「ピックのぼうけん」� ごず ／ 著

「しじんのゆうびんやさん」� 斉藤 倫 ／ 著

一般書

「�たった2Cで…」
� キム・ファン ／ 著

　平均気温が２℃あがると、環
境災害がはじまる。地球の気温
上昇を地球の温暖化による環境
の変化がもたらす生きものたち
への重大な危機を絵で直感的
にわかやすく表現した絵本。

「二十四節気で季節を楽しむ和のゆるふで」
� ふでこ ／ 著
「栞と嘘の季節」� 米澤 穂信 ／ 著
「�薬草を食べる人びと」� 垂見 和磨 ／ 著

一般書

児童書

「ようかいむらのなんじゃどうぶつえん」
� たかち よいち ／ 著
「アカンやんヤカンまん」� 村上 しいこ ／ 文
「カネオくんと学ぶおどろき!現代社会とお金のヒミツ」
� NHK「有吉のお金発見突撃!カネオくん」制作班 編集

南
山
城
村

「うそコンシェルジュ」�津村 記久子 ／ 著

　「うそ請負人」となったみのり、52
歳の誕生日をひとりで静かに祝う佐江
子さん、祖父の遺品の幸福な行先を探
すえいちゃん…。日常の困ったことど
もをやり過ごし、目の前の「今」を生き
延びる力をくれる物語11篇。

一般書

和
束
町

「また団地のふたり」� 藤野 千夜 ／ 著

「婚活マエストロ」� 宮島 未奈 ／ 著

「�マンガでわかる雅楽�―鑑賞ポイントを押さえ
て楽しむ雅の極み―」� 遠藤 徹／ 著

一般書

「たれてる」� 鈴木 のりたけ ／ 著

「ノラネコぐんだんピザをやく」�工藤 ノリコ ／ 著

「ＡＩにはない思考力の身につけ方　―ことば
の学びはなぜ大切なのか―」� 今井 むつみ ／ 著

児童書

☆『おはなしのじかん』のご案内
日２月16日（日）　午前10時30分～　　所和束町体験交流センター�ホール

和束町体験交流センター図書室から

☆�『ブックカフェ』開催のご案内
日２月28日（金）　午後６時30分より　　所和束町体験交流センター
　紹介したい本をおひとり3冊までご持参ください。もちろん見学のみのご参加も歓迎いたしますので、お気
軽にご参加ください。お申し込みは各図書室まで。詳しくは図書室および教育委員会で配布しているチラシ
をご覧ください。

読書活動推進事業
編

集
・

発
行
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３ 町 村 人 口
人口・世帯数（令和７年１月１日現在）

笠 置 町
☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

人　口 1,066人　
世帯数   561世帯

（減6）
（減6）
和 束 町

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

人　口 3,377人　
世帯数 1,646世帯

（減8）
（減8）
南山城村

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

人　口 2,378人　
世帯数 1,193世帯

（減6）
（0）

【相楽東部広域バス】好評運行中
運行日：毎日（祝日運行・12月29日～1月3日は運休）
運　賃：最大300円

【運行状況や忘れ物に関すること】 株式会社キタモリ ☎0595・38・1524
【その他の問合せ】 南山城村総務財政課 ☎0743・93・0102

運行状況確認QRコード

◦月ヶ瀬口駅発　６：25 ／ ８：15 ／ 10：15 ／ 12：45
◦加茂駅発　　　７：25 ／ ９：10 ／ 11：10 ／ 13：45

平日（月〜金）

◦月ヶ瀬口駅発　８：15 ／ 10：15 ／ 12：45 ／ 15：15
◦加茂駅発　　　９：10 ／ 11：10 ／ 13：45 ／ 16：40

休日（土日祝）


